











 本稿で扱う小山田浩子は広島大学文学部出身の作家である。『工場』により第 42 回新潮新
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4 『穴』からの引用は単行本『穴』（新潮社、2014 年）から行い、引用末尾に頁を付す。 
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であろうから。しかし、たとえばカフカが初期の短篇『判決』を夜１0 時から朝 6 時までの
8 時間に一気に書き上げ、その日の日記に「証明された確信。（中略）このようにしてしか
書けないのだ。このような状態でしか、このような肉と魂の完全な開放なしには」（1912 年
9 月 23 日）と記していることは、ペイスリーの推測が決して的を外してはいないことを示
している。そして翌年、カフカは日記に「『判決』の校正刷りを見る機会に、この物語の中
ではっきりしてきたすべての関係を、忘れないで覚えている分だけは書き留めておくこと
















                             




 ここで述べられている「知的な作家」としては、たとえばカフカより 8 歳年上のトーマ
ス・マンを思い浮かべてみるといいだろう。『魔の山』（Der Zauberberg）、『ヨゼフとその兄

























                             
10 保坂和志：世界を肯定する哲学、ちくま新書 2001 年、33 頁。なお、保坂もまた芥川賞
受賞作家である（1995 年、第 113 回）。 
11 上掲書、37 頁。 
12 Friedrich Beißner: Der Erzähler Franz Kafka, surkamp taschenbuch, Frankfurt am Main 1983, S. 
40. 原著は 1952 年に出版されており、一部は邦訳もされている（フリードリヒ・バイスナ
ー：物語作者フランツ・カフカ、粉川哲夫訳・編、せりか書房 1976 年）。ただし本論の訳
文は筆者が訳し変えた。 





































だろう。Vgl. Walter H. Sokel: Kafkas „Der Prozeß“. Ironie, Deutungszwang, Scham und Spiel. In: 
Was bleibt von Franz Kafka? Schriftenreihe der Franz-Kafka-Gesellschaft 1. Wien, 1985, S. 43. 
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19 Franz Kafka: Drucke zu Lebzeiten. Kritische Ausgabe, hrsg. Von Wolf Kittler, 


































ではなく単に「夢見る」（Es träumt.／It dreams.）だけなのだ。 
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23 『巣穴』との比較した場合も、カフカでは主人公「私」自身が動物になっているのに対
して、小山田では「私」が出会う「対象」として穴掘る動物が現れる。『変身』と比較し
た場合と同様に、カフカは「あちら側」に行ってしまい、小山田は「こちら側」に踏みと
どまるのである。 
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